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香川大学教育学部教授

松
まつ

島
し ま

　充
みつる

１　はじめに

現在の我が国の算数・数学教育においては、小学
校では算数科、中学校では数学科という教科名と
なっています。なぜ算数科から数学科に教科名が変
わるのでしょうか。この問いは、数学教師ならば一
度は考えたことのある問いでしょう。しかし、この
問いに明確に答える文献はあまり多くはありませ
ん。本稿では、この問いに明確に答えているいくつ
かの文献を端緒としながら、小学校算数科（以後、
算数科とする）と中学校数学科（以後、数学科とす
る）のスムーズなつながりについて考えていきたい
と思います。この考察の過程は、算数科と数学科の
本質的な違いを明確にするとともに、算数科での学
びを活かした、効果的な数学科の学びの実現への示
唆を与えてくれるでしょう。

２　算数科と数学科の違い

算数科と数学科の違いはどこにあるのでしょう
か。算数科では身の回りの問題に対する算数の有用
性が重視され、数学科では論理性を用いた真の命題
の一般性の構築が重視されます。この違いを経験的
に感じられる方も多いことでしょう。この違いの根
本は歴史的な制度改革にあるとされています（平林、
1986）。

⑴　教育制度の歴史による違い
明治維新前の我が国には、2つの教育制度があり
ました。庶民のための教育と学者・指導者のための
教育です。庶民のための教育として、寺子屋では読
み・書き・算術が教えられていました。これは、庶
民の生活に必要な知識・技能を授ける 1つの完結
した教育システムでした。これに対して、学者・指
導者のための教育として、藩校などは中世の大学の
予備教育となる古典的な学問教育を行う教育システ
ムでした。明治時代の東京帝国大学も、国の指導

者の養成機関だったとも指摘されています（天野、
2007）。この庶民のための教育と学者・指導者のた
めの教育が明治維新後に制度上一体化され、それが
我が国の現在の教育システムのもととなっていま
す。そしてこの異なる目的をもった教育システムの
接点が前期中等教育、つまり中学校教育となります。
このように、我が国の現在の教育システムの形成過
程を概観しただけでも小学校と中学校、つまり算数
科と数学科に大きな違いが生じている可能性がある
ことが分かります。算数科のもととなった寺子屋で
の算術は実用的目的を重視し、数学科のもととなっ
た数学は文化的目的、つまり数学そのものを学ぶこ
とを重視しています。

⑵　学習内容による違い
算数科と数学科には、歴史上の制度による違い以
外にも違いはあるのでしょうか。当然、算数科と数
学科の学習内容には違いがありますが、学習内容に
おける本質的な違いは何でしょうか。この本質的な
違いについては、従来から変数と論証にあると言わ
れています（平林、1986；國宗、2017）。
変数、つまり文字式の指導について考察してみま
しょう。小学 5年までは〇や△などの記号を用い
ますが、小学 6年からは xや y、aなどの文字を使
用します。しかし、算数科での xや yはあくまでも
ある特定の数量を代入するためのプレースホルダー
としての記号という意味合いが強く、数学科での変
域を意識した変数としての記号使用ではありませ
ん。文字式に代入される対象の一般性に関する違い
が算数科と数学科における文字式指導の本質的な違
いとなります。
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　誕生日をa月b日として、不思議な計算のしくみを
a、bを使って式に表しましょう。

4

月 日のとき　（ +5）*100+ -500

a月b日のとき　

　これまで、数のかわりに や 、 などの記号を使って、場面や
数量の関係を式に表したり、あてはまる数を求めたりしたことが
ありました。

　場面や数量の関係を式に表すときに、 や 、 などの記号の
かわりにxやa、bなどの文字を使うことがあります。
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文字を使うと、数の関係や考えを
わかりやすく式に表すことができるね。

　1でたす数を8に変えても不思議な計算が成り立つようにするには、
ほかのどの部分の数をいくつに変えればよいでしょうか。

a月b日のとき
（a+5）*100+b-500

1で自分の生まれた月にたす数を
8にしても、不思議な計算がつくれそう。

「不思議な計算」をアレンジしてみよう
　ゆきさんは、文字a、bを使って表した不思議な計算の式と、
不思議な計算のしかたを見ていて、次のことに気がつきました。

ゆき

つばさ

　不思議な計算
　1　自分の生まれた月に5をたす。
　2　1の答えに100をかける。
　3　2の答えに自分の生まれた日をたす。
　4　3の答えから500をひくと…。
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図 1　算数科における文字式の指導（令 6版『小学算数 6』p.15）

次に論証についてです。算数科では事象に関して
帰納的に考えることによって、事象に共通する性質
を一般的な数学の本質として見いだす活動が大切に
されます。一方、数学科では帰納や類推によって見
いだされた数学の仮説を演繹によって証明する活動
が大切にされます。算数科で演繹を指導したり数学
科で帰納を指導したりすることももちろんあります
が、算数科では帰納が重視され、数学科では演繹が
重視されます。この違いを子どもたちはどのように
感じているでしょうか。例えば、算数科における三
角形の内角の和の学習では、学級内の一人一人が思
い思いの三角形を折り紙から切り出し、その 3つ
の角を手でちぎって集める活動がよく行われます。
学級全員が異なる三角形を作っていたのにもかかわ
らず、どの三角形でも 3つの角が一直線上に並ぶ
ことから、三角形の内角の和は 180°であると帰納
的に一般化します。

一方、数学科ではこの算数科での活動をもとに「す
べての三角形を調べたかな？」という問いをカギと
して、算数科での真となる命題を疑い、対頂角や平
行線の同位角、錯角の性質を活用して、改めて対象
となる命題を演繹的に一般化します。このように、
算数科と数学科では、帰納の重視と演繹の重視とい
う一般化に関する違いがあります。数学をつくり上
げる方法の違いです。

変数についても論証についても、思考対象の一般
性が重要です。数学は論理的に無矛盾の体系である
がゆえに一般性をもちます。このような一般性をも
つ数学をつくり上げる方法が異なることが、算数科
と数学科の学習内容に伴う本質的な違いでしょう。
したがって、算数科から数学科へのスムーズなつな

がりを実現するためには、数学をつくり上げる方法
の質的な変化を子どもたちが実感できる授業デザイ
ンが必要となります。

３　�算数科から数学科へのつながりの
実態

算数科と数学科のつながりは現在どのようになっ
ているのでしょうか。全国学力・学習状況調査の質
問紙調査の結果から推察してみましょう（国立教育
政策研究所、2022）。表 1は、平成 31（2019）年
度の全国の小学 6年生が回答した結果と、同じ子
どもたちが令和 4（2022）年度、すなわち中学 3
年時に回答した結果を比較したものです。表の数値
は、それぞれの質問に対して肯定的反応（「当ては
まる」、「どちらかといえば、当てはまる」）を示し
た子どもの割合です。

この結果を見て、どのように感じられるでしょう
か。小学 6年の 4月と中学 3年の 4月の比較です
ので、算数科と数学科の接続時というよりも、算数
科と数学科の接続の過程と見るほうが適切でしょ
う。ここで注目したいのは、1番目の質問と 4番目
の質問です。1番目の質問への回答では、肯定的反
応の割合が 10.4 ポイント減少しています。これは、
数学科の学習を通して、数学を好きでないと感じる
子どもが増えたことを示しています。また、4番目
の質問でも 16.1 ポイント減少しており、数学は将
来役に立たないと感じる子どもが増えたことを示し
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質問項目 2019 
小 6

2022 
中 3

算数（数学）の勉強は
好きですか 68.7 58.3

算数（数学）の勉強は
大切だと思いますか 93.7 86.7

算数（数学）の授業の
内容はよく分かります
か

83.5 76.2

算数（数学）の授業で
学習したことは、将来、
社会に出たときに役に
立つと思いますか

92.5 76.4

表 1　平成 31（2019）年度小学 6年生の縦断的変容（%）

角度をはかると…。
100+75+65+120=

4つの角を合わせると、
1回転の角度になるから…。

三角形の角の大きさを使って
考えられないかな。

　四角形の4つの角の大きさには、
どんなきまりがあるか調べましょう。

8

三角形の角の大きさの和
　三角形の3つの角の
大きさの和は180&です。

　どのように調べればよいでしょうか。

　見つけたきまりがいつも成り立つかどうか説明しましょう。

65&75&

100& 120&

はじめに、いくつかの
三角形を調べて、共通する
きまりを予想する。

次に、いくつもの
三角形を調べて、
予想を確
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どんな三角形でも
成り立つ性
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質
しつ

を
まとめる。

四角形の角にも同じように、
共通するきまりがあるのかな。

どんな学習の進め方だったか、
ふり返ってみよう。

1

2

ゆき

つばさ はる

れお
75

R6小算5年_p062-081_5_合同と三角形_四角形.indd   75R6小算5年_p062-081_5_合同と三角形_四角形.indd   75 2022/09/21   16:302022/09/21   16:30

図 2　算数科における三角形の内角の和の学習（令 6版『小学算数 5』p.75）
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  多角形の内角と外角

 三角形の内角と外角

説明してみよう

小学校では，三角形の 3 つの角を分度器ではかったり，

右の図のように，三角形の紙を切り，△ABC の

3 つの角を頂点 C のまわりに集めて，

　　三角形の 3 つの角の和は 180°である …… （＊）

ことを確かめました。

ここでは，これまでに学習したことを使って，

どんな三角形であっても（＊）が成り立つことを

説明してみましょう。

 平行線を利用して説明する
ことはできないかな。

　右の図のように，△ABC の頂点 C から，辺 BA に
平行な直線 CD をひく。また，辺 BC を延長した
直線上に点 E をとる。
　このとき，BA // CD で，
　平行線の錯角は等しいから，  ∠a ＝ ∠d  …… ①
　平行線の同位角は等しいから，  ∠b ＝ ∠e   …… ②
　①，②から，三角形の 3つの角の和は，
　　　 ∠a ＋ ∠b ＋ ∠c   ＝ ∠d ＋ ∠e ＋ ∠c  

＝180°

　上のように説明すると，どんな三角形に
ついても（＊）が成り立つことがいえる。

2
三角形や多角形の角の性質について調べてみましょう。

A

EC
B

D

A

B C

a

cb

A D

EB C

a

c e
d

b

a

c e
d

b

a

b
d
ec

平行線をひき，辺 BCを延長する
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三角形の 3つの
角の和は 180°で，
一定だね。
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位置関係になっているのかな？
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図 3　数学科における三角形の内角の和の学習（令 7版『中学数学 2』p.116）



ています。このことは、算数科や数学科にかかわる
我々にとってとても大きなことのように感じられま
す。子どもたちに数学を好きでいてもらいたい、個々
の子どもたちの将来にとって数学は有用であると感
じてもらいたいとすべての数学教師が願っているは
ずです。

４　�算数科から数学科へのスムーズな
つながりに向けて

数学が好きな子ども、数学は有用であると感じら
れる子どもを数学科で増やしていく、少なくとも減
らさないようにしていくためにはどのような手立て
が必要でしょうか。その具体として、数学をつくる
方法の段階的導入、数学的な見方をもとにしたもの
づくりを提案します。

⑴　数学をつくる方法の変化の段階的導入
算数科と数学科の違いで述べたように、両者には
数学をつくる方法に違いがあります。前者は帰納的
推論を用いて算数をつくります。後者は演繹的推論
を用いて数学をつくります。したがって、算数科か
ら数学科へのスムーズなつながりを実現するために
は、小学校では演繹的推論を用いた数学的活動を、
中学校では帰納的推論を用いた数学的活動を意図的
に実施していく必要があります。小学校での演繹的
推論を用いた数学的活動の例としては、「（分数）÷
（分数）はなぜわる数をひっくり返してかければよ
いのか？」を考察する活動が考えられます。この問
いに論理的に答えていく姿が算数科の 1つの最高
到達点であると言われます（岩崎、2007）。
ここでは、平成 29 年告示の学習指導要領から、
中学 3 年から 1 年に移行した素因数分解を例に、
中学校側の工夫を考えてみます。この素因数分解を、
数学科の授業開きの学習として扱ってみてはどうで
しょうか。多くの先生方が、数学科では算数科と異
なり、演繹的推論が重要だと授業開きで話をされる
と思います。しかし、単なる話だけではなく、数学
の内容とセットで演繹的推論の重要性に子どもたち
自身が気付いていく数学的活動が必要ではないで
しょうか。
算数科では、自然数の約数を右上図のように因数

の組を考えることで操作的に求めてきました。

したがって、子どもたちに「60 の約数には何が
あるかな？」と問いかけると、子どもたちは上図と
同様の操作的方法で求めるでしょう。しかしここ
で「本当にそれですべてかな？」と問いかけ、さ
らに「120 の約数は？」、「240 の約数は？」、「480
の約数は？」、…と次々と問いかけてみてはどうで
しょうか。すると、だんだんと操作的方法が煩わし
くなってきます。ここで素因数分解を利用すると、
60、120、240、480、…は単に素因数 2の個数が
増えていることや、約数は素因数の組み合わせを落
ちや重なりなく考えれば、下図のようにすべて式の
形で導き出せることが見えてきます。

以上のような活動を通して、自然数を素数の積で
表すという数学的な見方を用いることで、約数が論
理的に求められることに気づきます。この数学的活
動では、算数科で操作的な過程を経て導出された約
数が、数学科では数学的な見方をもとに演繹的に推
論をすることで簡潔に導出できる楽しさを実感する
ことができます。数学科の授業開きの単元として、
数学の面白さを味わわせるとともに、算数科と数学
科のスムーズなつながりに寄与することができる数
学的活動となるでしょう。
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　12と16の公約数の見つけ方を考えましょう。8

最大公約数
　公約数のうち、いちばん大きい公約数を 最

さい

大
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公
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 といいます。

　いちばん大きい公約数とすべての公約数の間には、
どんな関係があるでしょうか。

　12と16の公約数1、2、4は、最大公約数4の約数に
なっています。

　18と27の最大公約数は何でしょうか。
　また、18と27の公約数をすべて書きましょう。

　(　)の中の数の公約数をすべて書きましょう。
1 （9、18）　　　2 （20、24）　　　3 （36、48）

1

10

11

たしかめ 最大公約数

p.272 7 8

ステップアップ算数

　12の約数を外側から組にしたときの積は、
どれももとの12になります。

 1 2 3 4 6 12
*
*
*

12
18

1515
ほかの数の約数についても
同じことがいえるかな。

12の約数で16をわれば…。

約数のしくみ

かえで

みなと

113

それぞれの約数を順に調べる。それぞれの約数を順に調べる。

12の約数　 112の約数　 1、、22、、33、、44、、66、、1212

16の約数　 116の約数　 1、、22、、44、、88、、1616

まず12の約数を調べてまず12の約数を調べて、、その中から16の約数にもなっているその中から16の約数にもなっている

数を見つける。数を見つける。

12の約数　 112の約数　 1、、22、、33、、44、、66、、1212
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図 4　約数を操作的に求める算数科の方法（令 6版『小学算数 5』p.113）

図 5　約数を論理的に求める数学科の方法（令 7版『中学数学 1』p.20）
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  素因数分解の利用

すべて書いてみよう

60の約数をすべて書いてみましょう。

　素因数分解を利用すると，ある自然数にどんな約数があるか調べる
ことができる。

　たとえば，60を素因数分解すると，
　　　60＝22×3×5 …… ①
となる。素因数 2，2，3，5の積の組み合わせを考えると，
①の式は次のように変形することができる。
　　　60＝2×（2×3×5）＝●2 × 30 
　　　60＝3×（2×2×5）＝●3 × 20 
　　　60＝5×（2×2×3）＝●5 × 12 
　　　60＝（2×2）×（3×5）＝●4 × 15 
　　　60＝（2×3）×（2×5）＝●6 × 10 
　また，1と 60は 60の約数であるから，これらを合わせて，
60の約数は，
　　　1，2，3，4，5，6，10，12，15，20，30，60
であることがわかる。

 素因数分解を利用して，次の自然数の約数をすべて求めなさい。
 ⑴　66 ⑵　90

2
素因数分解を利用して，数の見方をさらに深めてみましょう。

約数を効率よく求める方法は
ないのかな。

2つの自然数の積に
なるように変形して
いるんだね。

1
たしかめ  補充問題 

p.297 3

素因数分解を利用すると，約数をもれなく重なりなく
求めることができるね。

5

10

15

20
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⑵　�数学的な見方をもとにしたものづくり活
動の導入

ものづくりの活動を、数学の有用性を味わわせ
るための数学的活動として行う手立ても考えられ
ます。中学 1年では、図形の作図や移動について
学習します。作図では図形を静的に見ることによっ
て、基本的な作図方法の過程に対称な図形を見いだ
していきます。一方、移動では図形を動的に見る必
要があります。したがって、移動の学習に無理なく
つなげるためには、静的な見方から動的な見方へと、
図形の見方を拡張することが大切です。そのための
活動として、例えば、「国際交流の際にプレゼント
する日本の伝統的なデザイン画をつくろう」などの
活動が考えられます。矢絣模様や麻の葉模様を参考
に、子ども一人一人がオリジナルデザインをつくる
活動です。教師から学習課題が与えられるのではな
く、子ども自身が自ら問いをもち、対称の軸や回転
の中心を設定するなどして、数学的な見方を働かせ
ながら活動することができます。また、総合的な学
習との教科横断的なものづくり活動を通して、数学
の有用性を味わうこともできます。このような実用
的目的を意識した活動を算数科のみならず数学科で
も意図的にカリキュラムに取り込んでいくことは、
子どもたちにとっての数学科の有用性を高めること
にも、算数科と数学科のスムーズなつながりにも寄
与することでしょう。

５　おわりに

本稿では、算数科と数学科の違いを端緒として算
数科と数学科のスムーズなつながりについて考え、
具体的な事例を簡単に 2つ紹介しました。大切な
ことは、子どもの問いをもとに数学的な見方・考え
方を働かせ、演繹的に考えることで問題を解決する
達成感や数学そのものの楽しさを味わわせることで
す。そのためには我々数学教師の毎日の実践に対す
る熱い想いが大切です。日々の実践の改善に向け、
毎日一歩ずつ進んでいきましょう。
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次ページから、教科書でどんな工夫をしているか
具体的にご紹介いたします！
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287小学校算数 計算のふり返り

	 	 小学校算数 計算のふり返り

1 分数の計算   小学校 5 年，6 年 学びのマップ p.290 5

 次の計算をしてみましょう。

 ⑴　 35＋
4
7  ⑵　 45 － 58  ⑶　 23 － 12＋

3
4

 ⑷　 27×
3
4  ⑸　 34×5

3
5  ⑹　 3

14÷
2
7×

1
12

 ⑺　 13×0.6 ⑻　7.5× 35  ⑼　 14÷4.2×0.9

2 計算の順序   小学校 4 年 学びのマップ p.291 6

  次の計算をしてみましょう。
 ⑴　100－（15＋55） ⑵　（47－25）×6
 ⑶　320÷（2×8） ⑷　（50＋20）×4÷2
 ⑸　150＋50×2 ⑹　300－56÷8
 ⑺　36÷9＋40÷5 ⑻　45－（11－2）×5

3 速さ   小学校 5 年 学びのマップ p.291 7

 8km の道のりを 10分間で走る自動車㋐と，9km の道のりを 12分間で走る
 自動車㋑では，どちらのほうが速いでしょうか。分速を求めて比べてみましょう。

4 百分率   小学校 5 年 学びのマップ p.291 8

 百分率で表された割合を小数や整数で表してみましょう。
 ⑴　26% ⑵　100% ⑶　120% ⑷　72.3%

5 割合   小学校 5 年 学びのマップ p.291 8

 ある野球チームの昨年の成績は，9勝 6敗でした。
 試合数に対する勝った試合の割合を，百分率で求めてみましょう。

　1⑴ 4135（1 635）　　⑵ 740　　⑶ 1112　　⑷ 314　　⑸ 215（4 15）　　⑹ 116　　⑺ 15　　⑻ 92（4 12）　　⑼ 356
　2⑴ 30　　⑵ 132　　⑶ 20　　⑷ 140　　⑸ 250　　⑹ 293　　⑺ 12　　⑻ 0
　3　自動車㋐…分速 0.8km，自動車㋑…分速 0.75km，自動車㋐のほうが速い。
　4⑴ 0.26　　⑵ 1　　⑶ 1.2　　⑷ 0.723
　5　60%
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　1　1，2，3，4，6，12
　2　0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

12

	章	 整数の見方 を学習する前に

1 約数   小学校 5年 学びのマップ p.289 2

 12の約数をすべて求めてみましょう。

2 倍数   小学校 5年 学びのマップ p.289 2

 下の数直線で，3の倍数に○をつけてみましょう。

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

1

288～296ページ「学びのマップ」を見て，小学校で
どんなことを学習したかふり返っておくといいね。

287 ページにある
「小学校算数 計算のふり返り」
にも取り組んでみよう。

288 学びのマップ

〈小学校算数の学習〉 〈中学校 1年の学習〉

 1 四捨五入，以上・以下・未満 （4年）

 2 倍数，約数 （5年）

 3 分数と小数，整数の関係 （5年）

 4 小数の計算 （5年）

 5 分数の計算 （5，6年）

 6 計算の順序，計算のきまり （4～6年）

 

 7 速さ （5年）

 8 割合 （4，5年）

 9 比 （6年）

 10 垂直，平行 （4年）

 11 いろいろな図形 （2～5年）

 12 円 （3，5年）

 13 図形の面積 （4～6年）

 14 合同な図形 （5年）

 15 対称な図形 （6年）

 16 拡大図，縮図 （6年）

 17 立体 （4，5年）

 18 立体の体積 （5，6年）

 19 比例，反比例 （5，6年）

 20 代表値 （6年）

 21 度数分布表，柱状グラフ （6年）

学習をふり返って，
確認しよう。学びのマップ

1章 整数の見方

2章 正の数，負の数

3章 文字と式

4章 方程式

5章 比例と反比例

7章 空間図形

6章 平面図形

8章 データの分析

289学びのマップ

 1 四捨五入，以上・以下・未満 （4年）
四捨五入
　四捨五入をして概

がい
数
すう

にする場合，表したい位の 1つ下の
　数字に着目する。
　　・4以下（0，1，2，3，4）のときは切り捨てる。
　　・5以上（5，6，7，8，9）のときは切り上げる。
以上・以下・未満

　

5 10

5以上 10以下

5以上 10未満

10をふくむ5をふくむ

10をふくまない

 2 倍数，約数 （5年）
倍数…ある整数を整数倍してできる数（0は倍数に入れない）

0 1 22の倍数 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13  

0 1 23の倍数 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13  

約数…ある整数をわりきることのできる整数
0 1 28の約数 3 4 5 6 7 8  

0 1 212の約数 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

 3 分数と小数，整数の関係 （5年）
わり算と分数
　わり算の商は，わる数を分母，わられる数を
　分子として，分数で表すことができる。

分数と小数
　小数は，分母が 10や 100などの分数で表す
　ことができる。

分数と整数
　整数は，分母が 1の分数で表すことができる。

上から 2桁の概数
けた

3 6

上から
2桁

上から 3桁目の
数字を四捨五入する。

8 4 5 3 7 0 0 0

2と 3の公倍数
6，12，…

最小公倍数は 6

8と 12の公約数
1，2，4

最大公約数は 4

3÷5＝ 35
分数を小数で表すときは，

　 3
5  ＝3÷5

＝0.6

0.3＝ 3
10  1.47＝ 147100

7＝ 71 　15＝ 151
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	 	 小学校算数 計算のふり返り

1 分数の計算   小学校 5 年，6 年 学びのマップ p.290 5

 次の計算をしてみましょう。

 ⑴　 35＋
4
7  ⑵　 45 － 58  ⑶　 23 － 12＋

3
4

 ⑷　 27×
3
4  ⑸　 34×5

3
5  ⑹　 3

14÷
2
7×

1
12

 ⑺　 13×0.6 ⑻　7.5× 35  ⑼　 14÷4.2×0.9

2 計算の順序   小学校 4 年 学びのマップ p.291 6

  次の計算をしてみましょう。
 ⑴　100－（15＋55） ⑵　（47－25）×6
 ⑶　320÷（2×8） ⑷　（50＋20）×4÷2
 ⑸　150＋50×2 ⑹　300－56÷8
 ⑺　36÷9＋40÷5 ⑻　45－（11－2）×5

3 速さ   小学校 5 年 学びのマップ p.291 7

 8km の道のりを 10分間で走る自動車㋐と，9km の道のりを 12分間で走る
 自動車㋑では，どちらのほうが速いでしょうか。分速を求めて比べてみましょう。

4 百分率   小学校 5 年 学びのマップ p.291 8

 百分率で表された割合を小数や整数で表してみましょう。
 ⑴　26% ⑵　100% ⑶　120% ⑷　72.3%

5 割合   小学校 5 年 学びのマップ p.291 8

 ある野球チームの昨年の成績は，9勝 6敗でした。
 試合数に対する勝った試合の割合を，百分率で求めてみましょう。

　1⑴ 4135（1 635）　　⑵ 740　　⑶ 1112　　⑷ 314　　⑸ 215（4 15）　　⑹ 116　　⑺ 15　　⑻ 92（4 12）　　⑼ 356
　2⑴ 30　　⑵ 132　　⑶ 20　　⑷ 140　　⑸ 250　　⑹ 293　　⑺ 12　　⑻ 0
　3　自動車㋐…分速 0.8km，自動車㋑…分速 0.75km，自動車㋐のほうが速い。
　4⑴ 0.26　　⑵ 1　　⑶ 1.2　　⑷ 0.723
　5　60%
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算数から数学へのスムーズなつながりを実現するために

  学び直しの充実
　数学をつくっていくうえでは、算数で学習した知識も欠かせません。そこで、1 年巻末「学びのマップ」では、
算数の内容とその系統性をいつでも振り返ることができるようにしています。さらに、1 年巻末「小学校算数 
計算のふり返り」や、各章の入口にある「学習する前に」でも、学習に必要な既習事項を確認できます。

学びのサイクルの重視 見方・考え方の指導の重視

2

みんなで算数をはじめよう！
問題をつかむ 自分の考えをもつ

話し合って深める

・どんな場面かな。
・新しく考えることは何かな。
・今までに学習したどんなことが
　使えるかな。

を見つけるポイント

・友だちはどう考えているかな。
・似ているところや、
　ちがうところはあるかな。

を見つけるポイント
どういうことかな。
どんな方法かな。
どうしてそうしたのかな。

どうしてかな。
本当かな。
どうすればいいかな。
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3

みんなで算数をはじめよう！ 学びを進めて 、 、 を見つけよう！

広げて考える

ふり返ってまとめる

・ほかの数でも…。
・ほかの場面でも…。

を見つけるポイント

・どんな考え方がよかったかな。
・同じ考え方を使っていることは…。
・また使えそうな見方や考え方は…。

を見つけるポイント

数や形が変わっても
いつでもできるかな。

「算数のミカタ」を使ったら
前に学習したことと、
新しいことがつながったよ。

比べてつなげる
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算数で使いたい見方・考え方学びの
手引き

5年生までに使ってきた 算数のミカタ

タカ
ミ

新しい計算のしかたを考えるときの見方

タカ
ミ 図形の特ちょうを調べるときの見方

図形の頂
ちょう

点
てん

、辺、角、対角線で分けて
できる図形に着目して…。
頂点………いくつあるか
辺　………同じ長さの辺はあるか

　　　………平行か
角　………同じ大きさの角はあるか

　　　………直角はあるか
対角線で分けてできる図形

　　　………合同か

1
2 + 1

3

1.8*4.2 3.45/1.5

分母をそろえて、
もとにする分数のいくつ分とみて…。

10倍や100倍して、
整数の計算とみて…。

1
2  + 13

1
6  が(3+2)個

1.8  *  4.2  =   7.56

18 * 42 = 756

3.45  /  1.5  =  2.3

345 / 150 = 2.3

10倍 10倍 1
100

100倍 100倍 等しい

今までに学習した
計算が使えないかな。

整数の計算が
使えないかな。

何が同じで、
何がちがうかな。

わられる数とわる数に同じ数を
かけても、商は変わらないね。

みなと

かえで

れお
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5

タカ
ミ 面積の求め方を考えるときの見方

タカ
ミ

2つの量の比べ方を考えるときの見方

タカ
ミ 変わり方のきまりを考えるときの見方

面積の求め方がわかる形に変えて…。
分けて移動する

倍とみて合同な図形をつなげる

平行四辺形 同じ面積の長方形

三角形 2倍の面積の
平行四辺形

どちらかの大きさを「1」にそろえて…。1m
1m

1m
1m

5/4=1.25  9/6=1.5
1m2あたり1.25人 < 1m2あたり1.5人

表を横に見て…。

表を縦
たて

に見て…。

高さ (cm) 1 2 3
体積 (cm3) 20 40 60 1 2 3

20 40 60

 1増えると  
20増える
 2倍になると  
2倍になる

1 2 3
20 40 60

20/1=20
40/2=20

60/3=20 変わらない。

ともなって変わる数は…。
いつも変わらない数は…。

面積か人数の
どちらかをそろえれば
比べられるから…。

どんな図形だったら
面積が求められるかな。

ゆき

はる

つばさ
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みんなで数学をはじめよう！みんなで数学をはじめよう！
　　「問題の答えを求めること」だけが，数学の学習ではありません。

　　「どうして，そうなるのかな？」という学習のきっかけとなる問いを見いだすことが
　大切です。その問いを，数学的な見方・考え方を使って，自分で考えたり，友だちと
　一

いっ

緒
しょ

に話し合ったりして解決することができれば，「なるほど！ わかった！」という

　数学のよさや楽しさをいっそう感じることができます。

自分で考えてみよう 友だちの考えを知ろう

● 学習のきっかけとなる問い，めあて
● 次の学習につながる新たな問い

はてな

問題をつかむ 問題を見いだす

見通しを立てる
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5

　問題を発見・解決するときは，

自分の考えをもつだけでなく，

ほかの人の意見を理解して

みんなで話し合ったり，ときには

ふり返ったり，さらに深めたり

することが大切になります。

　また，次の学習につながる新たな問いを見いだしたり，「だったら，…！？」という
問いのつながりを体験して数学を統合・発展したりすることで，学びを追究し続ける
資質・能力が身についていくことでしょう。

　このような　　　　　　　を意識しながら，数学の学習を深めていきましょう。

話し合ってみよう

問題を解決する

ふり返る深める

● 学習したことのよさ
● 大切だと思った見方・考え方
● 数学の楽しさ

なる
ほど

● 数学を統合・発展する問いのつながり

だったら
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288 学びのマップ

〈小学校算数の学習〉	 〈中学校 1年の学習〉

 1 四捨五入，以上・以下・未満 （4年）

 2 倍数，約数 （5年）

 3 分数と小数，整数の関係 （5年）

 4 小数の計算 （5年）

 5 分数の計算 （5，6年）

 6 計算の順序，計算のきまり （4～6年）

 

 7 速さ （5年）

 8 割合 （4，5年）

 9 比 （6年）

 10	 垂直，平行 （4年）

 11	 いろいろな図形 （2～5年）

 12	 円 （3，5年）

 13	 図形の面積 （4～6年）

 14	 合同な図形 （5年）

 15	 対称な図形 （6年）

 16	 拡大図，縮図 （6年）

 17	 立体 （4，5年）

 18	 立体の体積 （5，6年）

 19	 比例，反比例 （5，6年）

 20	 代表値 （6年）

 21	 度数分布表，柱状グラフ （6年）

学習をふり返って，
確認しよう。学びのマップ

1章 整数の見方

2章 正の数，負の数

3章 文字と式

4章 方程式

5章 比例と反比例

7章 空間図形

6章 平面図形

8章 データの分析
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289学びのマップ

 1 四捨五入，以上・以下・未満 （4年）
四捨五入
　四捨五入をして概

がい
数
すう

にする場合，表したい位の 1つ下の
　数字に着目する。
　　・4以下（0，1，2，3，4）のときは切り捨てる。
　　・5以上（5，6，7，8，9）のときは切り上げる。
以上・以下・未満

　

5 10

5以上 10以下

5以上 10未満

10をふくむ5をふくむ

10をふくまない

 2 倍数，約数 （5年）
倍数…ある整数を整数倍してできる数（0は倍数に入れない）

0 1 22の倍数 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13  

0 1 23の倍数 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13  

約数…ある整数をわりきることのできる整数
0 1 28の約数 3 4 5 6 7 8  

0 1 212の約数 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

 3 分数と小数，整数の関係 （5年）
わり算と分数
　わり算の商は，わる数を分母，わられる数を 

　分子として，分数で表すことができる。

分数と小数
　小数は，分母が 10や 100などの分数で表す 

　ことができる。

分数と整数
　整数は，分母が 1の分数で表すことができる。

上から 2桁の概数
けた

3 6

上から
2桁

上から 3桁目の
数字を四捨五入する。

8 4 5 3 7 0 0 0

2と 3の公倍数
6，12，…

最小公倍数は 6

8と 12の公約数
1，2，4

最大公約数は 4

3÷5＝ 35
分数を小数で表すときは，

　 3
5  ＝3÷5 

＝0.6

0.3＝ 3
10  1.47＝ 147100

7＝ 71 　15＝ 151
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6

問題解決を進めるときの見方・考え方

　これまでの小学校算数の学習では，どんな見方・考え方を使ってきたでしょうか。

　ここでは，これまでに大切にしてきた「数学的な見方・考え方」をふり返り，

これから始まる数学の学習でも使っていけるようにしましょう。

いくつか調べてきまりを見つける

　三角形の 3つの角の大きさには，どんなきまりがあるか調べましょう。

　

 

前の学習と同じように考える

ほかの三角形でも
成り立ちそうだね。

それぞれの図形の
底面積と高さに
着目すると…

三角形をいくつかかいて，
3つの角の大きさの和を調べたら，
どれも 180°になったよ。

底面が長方形のときと
同じようにして，体積を
求められるかな。

大切にしたい数学的な見方・考え方大切にしたい数学的な見方・考え方

（体積）＝（底面積）×（高さ）
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7

知っていることを根
こ ん

拠
き ょ

（もと）にして考える

問題を発展させたり，統合したりするときの見方・考え方

条件や範
は ん

囲
い

をひろげて考える

 

関連づけて結びつける

　 

6× 8
5
÷2.1＝ 6

1
× 8

5
× 10

21

1.5÷ 3
7
÷4.5＝ 15

10
× 7

3
× 10

45

10÷15×21＝ 10
1
× 1

15
× 21

1

81÷5.4÷2.7＝ 81
1
× 10

54
× 10

27

わる数の 3
4 を 1 にすると，

分数のわり算は，分数のかけ算を
もとに計算できるね。

整数，小数，分数のかけ算，わり算は
分数のかけ算に直せば，どれも
同じしくみとみて計算できるね。

四角形の 4 つの角の大きさは，
2 つの三角形に分けて，
180°×2=360°と考えたね。

五角形，六角形，七角形
だったら，どうかな。

2
5

 ÷ 
3
4

 ＝ ？

 × 4
3

 × 4
3

 等しい

（ 2
5
× 4

3）÷（ 3
4

1

1

× 4
3

1

1
）＝ 2

5
× 4

3
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▲令 6版『小学算数 6』p.2-3 ▲令 6版『小学算数 6』p.4-5

▲令 7版『中学数学 1』p.4-5

▲ 1年 p.288-289

▲ 1年 p.287

▲ 1年 p.12

▲令 7版『中学数学 1』p.6-7

  学び方や見方・考え方の重視
　教育出版の教科書は小学校から一貫して、自ら問いをもち、その問いを協働的に解決し、さらに新たな問い
に向かう（　 ⇒　 ⇒　　 ）という学び方を大切にしています。また、小中ともに、巻頭では、既習内容をも
とにして数学的な見方・考え方を系統的に紹介し、意識づけを図っています。

4

みんなで数学をはじめよう！みんなで数学をはじめよう！
　　「問題の答えを求めること」だけが，数学の学習ではありません。

　　「どうして，そうなるのかな？」という学習のきっかけとなる問いを見いだすことが
　大切です。その問いを，数学的な見方・考え方を使って，自分で考えたり，友だちと
　一

いっ

緒
しょ

に話し合ったりして解決することができれば，「なるほど！ わかった！」という

　数学のよさや楽しさをいっそう感じることができます。

自分で考えてみよう 友だちの考えを知ろう

● 学習のきっかけとなる問い，めあて
● 次の学習につながる新たな問い

はてな

問題をつかむ 問題を見いだす

見通しを立てる
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5

　問題を発見・解決するときは，

自分の考えをもつだけでなく，

ほかの人の意見を理解して

みんなで話し合ったり，ときには

ふり返ったり，さらに深めたり

することが大切になります。

　また，次の学習につながる新たな問いを見いだしたり，「だったら，…！？」という
問いのつながりを体験して数学を統合・発展したりすることで，学びを追究し続ける
資質・能力が身についていくことでしょう。

　このような　　　　　　　を意識しながら，数学の学習を深めていきましょう。

話し合ってみよう

問題を解決する

ふり返る深める

● 学習したことのよさ
● 大切だと思った見方・考え方
● 数学の楽しさ

なる
ほど

● 数学を統合・発展する問いのつながり

だったら
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子どもたち自らが
見方・考え方を
働かせられる
ようになります

アニメーションで
動的に振り返ることもできます

生徒の既習事項の
理解度を把握する
ことができます

　　　　で
問いをもって
学び続ける
子どもを育てます

4
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14

いろいろな形の長方形を作ってみよう！

　同じ大きさの正方形のタイルを

すき間なく並べて，いろいろな

形の長方形を作ってみましょう。

　たとえば，12枚のタイルを使うとき，下のように形の異なる３通りの長方形を作る
ことができます。

回転すると同じ形になる

　　　　　 と　　　　　

は同じものと考えよう！
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13枚のタイルを使うとき，どんな形の長方形ができるでしょうか。

また，14枚のタイルを使うときはどうでしょうか。

1

タイルの枚数が 12枚から 20枚までで，長方形が 1通りしかできない

のは，何枚のときでしょうか。

2

長方形はそれぞれ何通り
できるかな？

長方形が 1通りしかできないとき，タイルの
枚数にはどんな特

とく
徴
ちょう
があるのかな。
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　 整数の見方1章

章の学習を進めて，
数学の世界を
ひろげていこう！
数学の広場 p.22

自然界にも数学の秘密が隠
か く

れている！

　セミは長い年月を地中で過ごし，地上に出て

活動するのはほんの 1か月程度といわれて

います。その短い間に子孫を残すには，ほかの

種類のセミとはできるだけ出会わないほうが

都合がよいといわれています。

　北アメリカ大陸には，13年ごとに発生する

セミと17年ごとに発生するセミがいます。なぜ，

そのような周期で発生するのでしょうか。

11 節　整数の見方   16
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　1　0，12，1，
5
2，4.5　　2⑴　14　　⑵　

7
6　　⑶　

1
6　　3⑴　9　　⑵　5，4

22

	章	 正の数，負の数 を学習する前に

1 数の大小   小学校 5年

 次の数を小さい順に並べてみましょう。

 　　4.5，　　 52，　　0，　　
1
2，　　1　　　

2 数の計算   小学校 4年～6年 学びのマップ p.290 5，p.291 6

 次の計算をしてみましょう。

 ⑴　8＋3×2 ⑵　 13＋
5
6  ⑶　 34÷

9
2

3　計算のきまり   小学校 4年～6年 学びのマップ p.291 6

 次の にあてはまる数を入れてみましょう。
 ⑴　9＋7＝7＋

 ⑵　（5＋4）×8＝ ×8＋ ×8

2

0 1 2 3 4 5

交
こう
換
かん
のきまり

　a＋b＝b＋a
分配のきまり
  （a＋b）×c＝a×c＋b×c

 素数ゼミ 

　13ページで紹介したように，北アメリカ大陸では， 

13年周期で地上に現れる「13年ゼミ」と 17年周期で 

地上に現れる「17年ゼミ」が生息しています。 

地上に現れる周期の年数が 13や 17の素数であること 

から，これらのセミは「素数ゼミ」と呼ばれています。

　ある周期のセミと別の周期のセミが同じ年に現れると， 

エサが不足したり，異なる周期のセミどうしで子孫を残したりして，同じ種類の集団を保つ 

ことが難しくなるといわれています。

　たとえば，周期の年数が素数ではない「12年ゼミ」と「18年ゼミ」がいたとすると， 

12と 18の最小公倍数である 36年ごとに，同時に現れることになります。

　しかし，「13年ゼミ」と「17年ゼミ」では，13と 17の最小公倍数である 221年ごとに 

現れるので，同じ種類の集団を保ちやすくなります。

　素数は数学の世界だけではなく，自然界にもその存在を探すことができます。

1章のとびらから

5

10
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▲ 1年 p.13

▲ 1年 p.14-15

▲ 1年 p.22

��1 年 1 章「整数の見方」を活用した数学の授業開き
　1年 1章「整数の見方」の学習内容を、算数から数学へのスムーズなつながりという観点で紹介します。
この章を、年度初めの数学の授業開きに活用してはいかがでしょうか。

　 章とびら（1 年 p.13）
　章とびらでは「素数ゼミ」を取り上げ、数学の有用性を実感できるようにしています。さらに、一
通り学習を終えたあとで、章とびらで扱った話題を再度取り上げ、学習による自己の成長も感じられ
るようにしています。

　 Let’s Try（1 年 p.14-15）
　章の導入では、タイルを並べていろいろな形の長方形を作るという身近な課題を設け、主体的に問
いをもって章の学習に入ることができるようにしています。

　 整数の見方1章

章の学習を進めて，
数学の世界を
ひろげていこう！
数学の広場 p.22

自然界にも数学の秘密が隠
か く

れている！

　セミは長い年月を地中で過ごし，地上に出て

活動するのはほんの 1か月程度といわれて

います。その短い間に子孫を残すには，ほかの

種類のセミとはできるだけ出会わないほうが

都合がよいといわれています。

　北アメリカ大陸には，13年ごとに発生する

セミと17年ごとに発生するセミがいます。なぜ，

そのような周期で発生するのでしょうか。

11 節　整数の見方   16
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これから始まる数学の学習も
実生活・実社会に生きていることが
印象付けられるようにしています

長方形の作り方を試行錯誤できる
シミュレーションを用意し、
具体的な操作を通してスムーズに
数学の学習に入ることができる
ようにしています



　 素数と素因数分解（1 年 p.16-19）

　 素因数分解の利用（1 年 p.20）

　自然数をいくつかの自然数の積の形で表すとい
う見方を用いて、算数で学習した約数や倍数につ
いて捉え直し、素数や素因数分解という新たな学
習につなげていきます。

　小学校では、因数の組を考えることによって直観的・
操作的に約数を求めてきました。まずは、その求め方を
想起させたうえで、素因数分解を利用して約数をもれな
く重複なく求める方法を学習し、素因数分解の有用性を
感じられるようにしています。

16

整数の見方
  素数と素因数分解

　ものの個数を数えたり，ものの順番を示したりするときに
使われる数 1，2，3，4，5，……を 自

し

然
ぜん

数
すう

 という。

　自然数である 12は，たとえば，次のような自然数の積の
形で表すことができる。
　　　12＝1×12
　　　12＝2×6
　　　12＝3×4
　12＝2×6という式から，次のことがわかる。
　・12は 2の倍数であり，6の倍数でもある。
　・2と 6はともに 12の約数である。

 12＝3×4という式から，どんなことがわかりますか。

 13をいくつかの自然数の積の形で表しなさい。

　12は，2と 6の積の形以外にも，いくつかの自然数の積の形で表すことが
できるが，13は，1と 13の積の形でしか表すことはできない。
　このように，自然数をいくつかの自然数の
積の形で表すとき，1とその数自身の積の形で
しか表せない自然数を 素

そ

数
すう

 という。
ただし，1は素数には入れない。

　20までの素数をすべてあげると，次のようになる。

11節

1
数の見方をひろげてみましょう。

もどって確認
倍数
  学びのマップ 
p.289 2

約数
  学びのマップ 
p.289 2問1

問2

数学メモ
素数の「素」には，
土台や根本という
意味があります。

 2， 3， 5， 7，
11，13，17，19

整数には 0をふくめる
けれど，自然数には
0をふくめないんだね。

素数は，1とその数
自身だけを約数にもつ，
2以上の自然数とも
考えられるね。

素数は 2を除いて，
すべて奇

き
数
すう
だね。

5

10

15

20

5

10

15

20
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11
整
数
の
見
方

 21から 30までの自然数のうち，素数をすべていいなさい。

　自然数は，素数と素数ではない自然数に分けることができる。

　自然数をいくつかの素数の積の形で表すとき，
その 1つ 1つの数を，もとの自然数の 素

そ

因
いん

数
すう

 という。

　また，自然数を素因数だけの積の形で表すことを，
自然数を 素因数分

ぶん

解
かい

 するという。

 次の㋐～㋓の式の中で，28を素因数分解したものはどれですか。
 ㋐　28＝1×28 ㋑　28＝2×14
 ㋒　28＝4×7 ㋓　28＝2×2×7

 さらさんとりくさんは，次のように 30を素因数分解しました。

 

　　　　　　  　　　　　　 

 

30＝2×15 30＝3×10
 ＝2×3×5  ＝3×2×5

さら さん ●2
30 ●3

15
●5

りく さん ●3
30 ●2

10
●5

 ⑴　2人はどのように考えて素因数分解したのか説明しなさい。
 ⑵　右の式を使って，30を素因数分解しなさい。
 ⑶　 ⑴，⑵の結果から，素因数分解した結果に 

ついて，気づいたことをいいなさい。

　素因数分解して表される積の形は，素因数を書き並べる
順序の違

ちが
いを考えなければ，1通りに決まる。

　つまり，素因数分解はどんな順番で行っても同じ結果に
なる。

問3
自然数

素数

素数ではない自然数

18＝●2 ×●3 ×●3

　　 素因数

問4

問5
みんなに
説明しよう

30＝5×6

2×3×5と
3×2×5は
同じものと
考えられるね。

5

10

15

20

R7suugaku1_016-021.indd   17R7suugaku1_016-021.indd   17 2023/04/26   19:40:182023/04/26   19:40:18

18

　自然数を素因数分解するのに，次のような方法もある。

素因数分解のしかた

 72について，右のように，商が素数になるまで
 素数で次々にわっていくと，素因数をすべて
 見つけることができる。
 この結果から，72は，次のように素因数分解する
 ことができる。
 　　　72＝2×2×2×3×3

 次の自然数を素因数分解しなさい。
 ⑴　42 ⑵　66 ⑶　225

 累
るい
乗
じょう

　5×5や 5×5×5のように，同じ数をいくつかかけるとき，
52，53と表す。
　52を 5の 2

に

乗
じょう

，53を 5の 3
さん

乗
じょう

 と読む。2乗，3乗などを
まとめて 累乗 という。
　また，右上に小さく書いた数は，かけた個数を示し，これを
累乗の 指

し

数
すう

 という。
　累乗の指数を使うと，例 1の式は，
次のように表すことができる。
　　　72 ＝2×2×2×3×3 

＝23×32

  たしかめ 1⑶で素因数分解した式を，累乗の指数を使って表しなさい。

 次の数を素因数分解し，累乗の指数を使って表しなさい。
 ⑴　100 ⑵　64

例1 2 72
2 36
2 18
3  9
  3

1
たしかめ  補充問題 

p.297 1

5×5×5＝5●3

5を●3 個
 かける

数学メモ
2乗のことを平方，
3乗のことを立方と
いうこともあります。

累乗の指数を使うと，
素因数分解の結果を
簡潔に表せるね。

2
たしかめ

問6  補充問題 
p.297 2

素数を，小学校で学習したことに利用できないかな。

自然数について，素数かどうかで分類する
見方があるんだね。

見方・考え方
分類する
 

5

10

15

5

10

15

20
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1
章

11
整
数
の
見
方

2 2 3 5

素因数の組み合わせを
考えているんだね。
ただし，同じ積は
除いているね。

 エラトステネスのふるい

　16，17ページで 30までの素数を求めましたが，次のような操作でもっと大きな

素数を見つけることができます。

＜操作の手順＞

　 1　1は素数ではないから，まず 1を消す。

　 2　2は素数だから残し，2以外の 2の倍数は素数ではないから，すべて消す。

　 3　 残っている数のうち，最も小さい自然数 3を残し，3以外の 3の倍数をすべて消す。 

このような作業を続けていくと，素数でない数は消えていき，素数だけが残る。

  上の方法で，100までの素数を求めて 

みましょう。

　この方法は，古代ギリシャの数学者エラトステネス

（紀元前275頃
ころ
～紀元前194頃）が発見したといわれて

います。

　そのため，この方法は「エラトステネスのふるい」

と呼ばれています。

　素数は無限に存在することが知られていますが，どんな法則で素数が現れるかは，

実ははっきりとわかっていません。そのため，世界各地のコンピュータを使って，

素数探しが行われています。2018年には，24862048桁
けた
もある素数が発見されました。

歴史

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

31 32 33 34 35 36

37 38 39 40 41 42

43 44 45 46 47 48

49 50 51 52 53 54

55 56 57 58 59 60

61 62 63 64 65 66

67 68 69 70 71 72

73 74 75 76 77 78

79 80 81 82 83 84

85 86 87 88 89 90

91 92 93 94 95 96

97 98 99 100

エラトステネス

「ふるい」とは，砂など
を分ける道具だよ。

5

10

15
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  素因数分解の利用

すべて書いてみよう

60の約数をすべて書いてみましょう。

　素因数分解を利用すると，ある自然数にどんな約数があるか調べる
ことができる。

　たとえば，60を素因数分解すると，
　　　60＝22×3×5 …… ①
となる。素因数 2，2，3，5の積の組み合わせを考えると，
①の式は次のように変形することができる。
　　　60＝2×（2×3×5）＝●2 × 30 
　　　60＝3×（2×2×5）＝●3 × 20 
　　　60＝5×（2×2×3）＝●5 × 12 
　　　60＝（2×2）×（3×5）＝●4 × 15 
　　　60＝（2×3）×（2×5）＝●6 × 10 
　また，1と 60は 60の約数であるから，これらを合わせて，
60の約数は，
　　　1，2，3，4，5，6，10，12，15，20，30，60
であることがわかる。

 素因数分解を利用して，次の自然数の約数をすべて求めなさい。
 ⑴　66 ⑵　90

2
素因数分解を利用して，数の見方をさらに深めてみましょう。

約数を効率よく求める方法は
ないのかな。

2つの自然数の積に
なるように変形して
いるんだね。

1
たしかめ  補充問題 

p.297 3

素因数分解を利用すると，約数をもれなく重なりなく
求めることができるね。

5

10

15

20
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整数の見方
  素数と素因数分解

　ものの個数を数えたり，ものの順番を示したりするときに
使われる数 1，2，3，4，5，……を 自

し

然
ぜん

数
すう

 という。

　自然数である 12は，たとえば，次のような自然数の積の
形で表すことができる。
　　　12＝1×12
　　　12＝2×6
　　　12＝3×4
　12＝2×6という式から，次のことがわかる。
　・12は 2の倍数であり，6の倍数でもある。
　・2と 6はともに 12の約数である。

 12＝3×4という式から，どんなことがわかりますか。

 13をいくつかの自然数の積の形で表しなさい。

　12は，2と 6の積の形以外にも，いくつかの自然数の積の形で表すことが
できるが，13は，1と 13の積の形でしか表すことはできない。
　このように，自然数をいくつかの自然数の
積の形で表すとき，1とその数自身の積の形で
しか表せない自然数を 素

そ

数
すう

 という。
ただし，1は素数には入れない。

　20までの素数をすべてあげると，次のようになる。

11節

1
数の見方をひろげてみましょう。

もどって確認
倍数
  学びのマップ 
p.289 2

約数
  学びのマップ 
p.289 2問1

問2

数学メモ
素数の「素」には，
土台や根本という
意味があります。

 2， 3， 5， 7，
11，13，17，19

整数には 0をふくめる
けれど，自然数には
0をふくめないんだね。

素数は，1とその数
自身だけを約数にもつ，
2以上の自然数とも
考えられるね。

素数は 2を除いて，
すべて奇

き
数
すう
だね。

5

10

15

20

5

10

15

20
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側注で算数の既習事項を
振り返りながら学習を
進められるようにしています

これからの数学の学習で
重要となる、式を用いて
演繹的に考えるための
素地をつくることができます

負の数を導入する前に累乗を扱い、数学で
つまずきやすい内容もスモールステップで
理解を図ることができるようにしています

数学の広場では「エラトステネスのふるい」を
取り上げ、算数から慣れ親しんできた数表を
用いて素数を求める方法を紹介しています
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　12と16の公約数の見つけ方を考えましょう。8

最大公約数
　公約数のうち、いちばん大きい公約数を 最

さい

大
だい

公
こう

約
やく

数
すう

 といいます。

　いちばん大きい公約数とすべての公約数の間には、
どんな関係があるでしょうか。

　12と16の公約数1、2、4は、最大公約数4の約数に
なっています。

　18と27の最大公約数は何でしょうか。
　また、18と27の公約数をすべて書きましょう。

　(　)の中の数の公約数をすべて書きましょう。
1 （9、18）　　　2 （20、24）　　　3 （36、48）

1

10

11

たしかめ 最大公約数

p.272 7 8

ステップアップ算数

　12の約数を外側から組にしたときの積は、
どれももとの12になります。

 1 2 3 4 6 12
*
*
*

12
18

1515
ほかの数の約数についても
同じことがいえるかな。

12の約数で16をわれば…。

約数のしくみ

かえで

みなと

113

それぞれの約数を順に調べる。それぞれの約数を順に調べる。

12の約数　 112の約数　 1、、22、、33、、44、、66、、1212

16の約数　 116の約数　 1、、22、、44、、88、、1616

まず12の約数を調べてまず12の約数を調べて、、その中から16の約数にもなっているその中から16の約数にもなっている

数を見つける。数を見つける。

12の約数　 112の約数　 1、、22、、33、、44、、66、、1212
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▲令 6版『小学算数 5』p.113

1 年 1章「整数の見方」
について、さらに
知りたい方はコチラ！
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整数の見方
  素数と素因数分解

　ものの個数を数えたり，ものの順番を示したりするときに
使われる数 1，2，3，4，5，……を 自

し

然
ぜん

数
すう

 という。

　自然数である 12は，たとえば，次のような自然数の積の
形で表すことができる。
　　　12＝1×12
　　　12＝2×6
　　　12＝3×4
　12＝2×6という式から，次のことがわかる。
　・12は 2の倍数であり，6の倍数でもある。
　・2と 6はともに 12の約数である。

 12＝3×4という式から，どんなことがわかりますか。

 13をいくつかの自然数の積の形で表しなさい。

　12は，2と 6の積の形以外にも，いくつかの自然数の積の形で表すことが
できるが，13は，1と 13の積の形でしか表すことはできない。
　このように，自然数をいくつかの自然数の
積の形で表すとき，1とその数自身の積の形で
しか表せない自然数を 素

そ

数
すう

 という。
ただし，1は素数には入れない。

　20までの素数をすべてあげると，次のようになる。

11節

1
数の見方をひろげてみましょう。

もどって確認
倍数
  学びのマップ 
p.289 2

約数
  学びのマップ 
p.289 2問1

問2

数学メモ
素数の「素」には，
土台や根本という
意味があります。

 2， 3， 5， 7，
11，13，17，19

整数には 0をふくめる
けれど，自然数には
0をふくめないんだね。

素数は，1とその数
自身だけを約数にもつ，
2以上の自然数とも
考えられるね。

素数は 2を除いて，
すべて奇

き
数
すう
だね。
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  素因数分解の利用

すべて書いてみよう

60の約数をすべて書いてみましょう。

　素因数分解を利用すると，ある自然数にどんな約数があるか調べる
ことができる。

　たとえば，60を素因数分解すると，
　　　60＝22×3×5 …… ①
となる。素因数 2，2，3，5の積の組み合わせを考えると，
①の式は次のように変形することができる。
　　　60＝2×（2×3×5）＝●2 × 30 
　　　60＝3×（2×2×5）＝●3 × 20 
　　　60＝5×（2×2×3）＝●5 × 12 
　　　60＝（2×2）×（3×5）＝●4 × 15 
　　　60＝（2×3）×（2×5）＝●6 × 10 
　また，1と 60は 60の約数であるから，これらを合わせて，
60の約数は，
　　　1，2，3，4，5，6，10，12，15，20，30，60
であることがわかる。

 素因数分解を利用して，次の自然数の約数をすべて求めなさい。
 ⑴　66 ⑵　90

2
素因数分解を利用して，数の見方をさらに深めてみましょう。

約数を効率よく求める方法は
ないのかな。

2つの自然数の積に
なるように変形して
いるんだね。

1
たしかめ  補充問題 

p.297 3

素因数分解を利用すると，約数をもれなく重なりなく
求めることができるね。
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▲ 1年 p.16-19

▲ 1年 p.20


